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団  「新型コロナウイルス感染症の
拡大防止対策」について

皿狙看護師・看護助手を募集中! 当院の正面玄関では現在、入場制限

(ゲートコントロール)を行っております。

院内へ入場する際には、職員が来院

目的や体調の聞き取り、体温測定など

を行った上で順番にご案内をします。なお、病院玄関の平

日の開錠時間は、午前8時30分からです。開錠時間まで

は院内への入場ができません。

面会制限 (面会禁止)について

現在、入院患者さんへのご面会は原

則禁止としています。やむを得ない事由

によ
'サ

面会が必要な場合には、院内で

発行する面会許可証が必要です。

Φ みよし市民病院
〒470-0224愛 知県みよし市三好町八和田山15番地
TEL 0561‐ 33‐3300
http:〃www.hosphal‐miyoshi.jp/

来院時には、マスクの着用のほか、こ

まめな手洗いや手指消毒をお願いして

お
',ま
す。

また、やむなく診察や検査の待ち時間

が長くなる場合や、診療科によっては臨時休診となる場

合があ
',ま
す。

健康診断業務再開について

新型コロナウイルス感染症に係る緊

急事態宣言を受け、健康診断業務を一

時停止してお
',ま
したが、現在は健康診

断の受付を再開しています。
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編集協力/プロジェクトリンクト事務局
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「新型コロナウイルス感染症の拡大防止対策」について

新型コロナウイルス感染症の緊急事態宣言は解除されましたが、当院では、引き続き、新型コ回ナ

ウイルス感染症の拡大防止のために、下記のような対策を実施してお
'サ

ます。皆さんのご理解とご協

力をお願いいたします。

病院内への入場制限および開錠時間について 来院時のお願い
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コロナ禍の町を守る

小さな病院の大きな挑戦。 キ

れ
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ご協力を
お願いします
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新型コロナウイルス感染拡大の状況に応じて変更となる場合もあ
',ま
す。変更となる場合は、当院ホームベージでご案内いたします。

ご自由に

お持ち

ください

ご
案
内

私
た
ち
が

「感染が怖くて病院にかかれない」。患者さんのそのような不安を解消するため、

すべての来院者に対して、詳細な問診と体調チェツクによる「ゲートコントロール」

を実施しています。リスクのある方とない方の導線を完全に分けて診察すること

で、院内の通常外来は、他のどの施設よりも安心できる空間をめざしました。
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院長
メッセージ

看護師・看護助手を

(常勤・非常勤)
みよし市民病院では、

私たちと一緒に地域医療に

貢献してくれる仲間を募集しています。

まずはお問い合わせください。

胸圏 υでい懲す
.

お問い合わせ

みよし市民病院管理課TEL 0561‐ 33‐3300

病院広報誌 特設サイト

●
キ

れ

ツ
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山一日Ｗ′′　轍ｂａｒｅ
地域の皆さんや連携機関の皆さんと
「みよし市民病院」を情報で繋ぐ、広報

誌連動型コミュニケーションサイト。ぜひ

ご覧ください。

病院広報誌「サツキ晴れ」のLINE(公式〉
アカウントを開設しました。

QRコードカち「友だち追加」をお願いいた

します。

LINE(公式〉アカウント

Ⅷ
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感染症対策特集
Φ みよし市民病院



中日新聞「リンクト」
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コロナ禍の町を守る

小さな病院の大きな挑戦。
感染症対策特集

緊急事態宣言の最中にあつても、

市民の健康は私たちが守る。

発
熱
者
を
ト
リ
ア
ー
ジ
す
る

厳
密
な
ゲ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。

「
４
月
２‐
日
（火
）
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
病
院
正
面
玄
関
の
入

場
制
限
（ゲ
ー
ト
コ
ノ
ト
ロ
ー
ル
）
を
行
い
ま
す
」
。

そ
ん
な
お
知
ら
せ
が
、
み
ま
し
市
民
病
院
の
ホ
ー

ム
ベ
ー
ジ
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
日
の
朝
８
時
３。

分
か
ら
、
病
院
の
玄
関
の
外
側
に
、
フ
ェ
イ
示
ン
ー

ル
ド
と
マ
ス
ク
を
着
用
し
た
職
員
が
立
っ
た
。
訪

れ
た
人
に
来
院
目
的
や
体
調
の
聞
き
取
り
な
ど

を
行
い
、
検
温
で
３７
℃
未
満
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
人
だ
け
案
内
す
る
体
制
が
始
ま
っ
た
。
院
内

に
入
る
と
、
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
椅
子
は
間
隔
を
あ

け
て
座
る
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
り
、
空
気
の
流
れ

も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
受
付
で
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
を
つ
け
た
職
員
が
対
応
。
３
密
（密
閉
・密
集
・

密
接
）
を
避
け
る
工
夫
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
。

こ
の
安
心
・安
全
な
体
制
づ
く
り
を
主
導
し
た

の
は
、
感
染
防
止
対
策
委
員
会
の
加
藤
千
博
委

員
長
（副
院
長
）だ
。
「ゲ
Ｌ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目

的
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
外
来
を
受
診
で
き
る

こ
と
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
病
気
の
見
逃
し
や
持
病

の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
感
染
の
不
安
な
く
来
院

で
き
る
体
制
を
整
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
も
う

一
つ
は
、
入
院
患
者
さ
ん
を
守
る
こ
と
で
す
。
当

院
に
は
、
慢
性
疾
患
を
持
⊇
局
齢
患
者
さ
ん
が
多

く
入
院
し
て
い
ま
す
か
ら
、
院
内
に
ウ
イ
ル
ス
を

持
ち
込
ま
な
い
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要

外
来
、入
院
、在
宅
支
援
と
ビ
つ

市
民
病
院
の
役
割
を
果
た
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
市
民
を
最
大
限
に
受

け
入
れ
る
。
そ
の
姿
勢
は
、
紹
介
患
者
な
ど
の
受

け
入
れ
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
。
同
院
は
高

度
急
性
期
を
脱
し
た
患
者
や
在
宅
療
養
中
に
急

変
し
た
患
者
を
受
け
入
れ
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
依
頼
に
対
し
て
も
、
断
る
こ
と
な

く
、
安
全
に
配
慮
し
た
上
で
受
け
入
れ
を
続
け

て
き
た
。
さ
ら
に
、
訪
間
診
療
、
訪
問
看
護
に
お
い

て
も
、
〈う
つ
さ
な
い
う
つ
ら
な
い
〉
対
策
を
徹
底

し
な
が
ら
、
続
け
て
き
た
と
ピ
つ
。
フｃ
の
数
力
月

間
を
振
り
返
り
、
「職
員
み
ん
な
が
、
本
当
に
よ
く

や
っ
て
く
れ
ま
し
た
」
と
加
藤
は
笑
み
を
こ
ぼ
す
。

「当
院
は
１
２
２
床
の
小
さ
な
病
院
で
す
が
、
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
５
０
０
床
規
模
の
病

院
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
こ
と
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
少

な
い
了
ノ
パ
ワ
ー
で
こ
こ
ま
で
の
対
策
を
す
る
に

は
、
職
員
の
負
担
が
相
当
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
。
限
ら
れ
た
人
数
で
感
染
予
防
を
徹
底
す

る
た
め
に
、
ど
ん
な
戦
略
で
挑
ん
だ
の
か
。
「優
先

が
あ
り
ま
し
た
」
。
（加
藤
）

一般
に
、
施
設
の
入
場
制
限
で
は
体
温
３７
・５
℃

が
基
準
だ
が
、
同
院
で
は
〈
３７
℃
未
満
〉
に
設
定

し
て
お
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
か
な
り
厳
密
だ
。
で

は
、
熱
が
３７
℃
以
上
あ
る
場
合
、
受
診
で
き
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
「け
え
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
熱
が
あ
る
場
合
、
院
外
の
テ
ンヽ
ト
で
、ガ
ウ

ン
を
着
た
医
師
や
看
護
師
が
よ
り
詳
し
く
病
状

を
お
伺
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
感
染
リ
ス
ク
が
低
い

方
は

一
般
の
患
者
さ
ん
と
接
し
な
い
よ
う
に
、
年

後
の
総
合
初
診
外
来
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
反
対
に
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
方
は
、
帰
国

者
・接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
に
紹
介
し
ま
す
」
と
、

加
藤
は
説
明
す
る
。
同
院
の
ゲ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
、
発
熱
者
を
断
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。

安
心
・安
全
を
担
保
し
た
上
で
、
医
療
を
必
要
と

す
る
市
民
を
最
大
限
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
な
の
だ
。

関
　
０
同
院
で
は
、病
棟
で
の
院
内
感
染
予
防
に

鷲
　
も
力
を
注
ぐ
。
集
団
で
の
食
事
を
個
室
に

い響
　
切
り
替
え
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
Ｆ
ノ
や
レ

監

　
ク
リ
エ
ー
シ
Ｆ
ノ
を
減
ら
し
た
り
、
も
ち
ろ
ん

鬱

　
入
院
患
者
へ
の
面
会
制
限
も
行
っ
て
き
た
。

竃

峰
評

発

舞

蜘
軸
的
翻

嶋
鎧

Ｌ
（日
常
生
活
動
作
）
の
低
下
が
生
じ
て
い

る
。
病
棟
の
看
護
師
た
ち
は
声
か
け
を
増

や
し
、
な
る
べ
く

一
人
に
し
な
い
よ
う
配
慮

す
る
な
ど
、
入
院
患
者
の
心
の
ケ
ア
に
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

順
位
を
つ
け
る
こ
と
で
す
ね
。
一界
一
に
優
先
し
た

の
は
、
入
院
患
者
さ
ん
の
命
を
守
る
こ
と
で
す
。

高
齢
者
は
い
っ
た
ん
感
染
す
る
と
、
重
症
化
の
リ

ス
ク
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
面
会
制
限
を
は
じ
め
、

ゾ
上

ラ
グ
な
ど
病
棟
で
の
感
染
予
防
対
策
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
ち
ら
に
注
力
し
た
た
め
、

健
診
業
務
な
ど
は
お
休
み
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
フ

は
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
の
健
診
業
務
も

再
開
し
て
い
ま
す
」
。

同
院
で
は
す
で
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
第
２
波
、
第
３
波
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
て
い
る
。
感
染
防
止
対
策
委
員
会
の
メ
ノヽ
バ
ー

は
、
そ
の
た
め
の
Ｙ
互
ア
ル
づ
く
り
に
追
わ
れ
て
い

る
と
け
つ
。
「緩
急
を
つ
け
て
対
応
し
て
い
く
方
針

で
す
。
今
は
落
ち
着
い
て
い
る
の
で
入
場
制
限
な

ど
も
緩
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
つ
。
で
も
、

感
染
症
が
広
が
り
出
し
た
ら
、
速
や
か
に
制
限
を

厳
し
く
し
ま
す
。
い
つ
い
か
な
る
と
き
も
、
市
民
の

健
康
は
私
た
ち
市
民
病
院
が
守
る
と
け
つ
使
命

を
自
覚
し
、
外
来
、
入
院
、
在
宅
支
援
と
け
つ
す
べ

て
の
領
域
に
わ
た
り
、
た夏
を
緩
め
る
こ
と
な
く
感

染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
。
（加
藤
）

大規模病院と同程度の

感染症対策を行う負担。

0みよし市民病院は、愛知県で

一番小さな市民病院である。しか

し、今回のコロナ禍にあって、大

規模病院に匹敵するような厳密

な感染症対策を実践してきた。

0少ない人数で日常の業務に加

え、感染症対策を実施するには

職員一人ひと
'サ

に非常に大きな

負荷がかかると同時に、費用もか

かる。感染症指定病院ではない、

こうした中小病院の負担をいかに

支えていくか、ということも、社会

が直面する大きな課題といえるだ

ろう。
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先生、
教ぇて!

キュア ケ ア

01 000e

の

おはなし

今回のテーマ

狭心症・心筋梗塞

心臓の血管が細くなつたり

詰まつたりする病気。

生活習慣病を持つ人は要注意。

Θ00e

の

おはなし

今回のテーマ

ガウンテクニック

患者さんや職員を感染症から

守るために、個人防護具の

正しい着脱を実践しています。
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動脈硬化の進行から

狭心症・心筋梗塞へ。

全身に血液を送つてぃる心月蔵。心臓

|が休みなく働き続けるには、充分な酸

素と栄養が必要です。その酸素や栄

養分を与えているのが、心月蔵を囲むよう

に流れる冠状動脈(冠動脈)です。この

血管が納くなり、血液の1流れが悪くなる

と「狭心症」。さらに血管に血栓 (血液

の固ま
'サ

)ができて閉塞し、血流が途絶

えると「心筋梗塞」になります。これらの

病気は、動脈硬化が進むことによって

起こ
'ブ

ます。動脈の血管が硬くな
',、

内

壁にコレステ回―ルなどが沈着すると、

血管が詰まりやすくな
')ま
す。動脈硬化

の進行を防ぐには、高血圧、糖尿病、

脂質異常症などの生活習慣病を予防

することが大切です。

内科一般・循環器科
副院長 加藤千博

カテーテルを用いた

血管内治療を行いますЬ

狭心症・心筋梗塞が疑われる患者さ

んに対して、血液検査、心電図、胸部

エックス線検査、デジタル心エコー検

査などを行います。さらに詳しく調べる

場合は、カテーテル(細い管)を用いた

冠動脈造影検査を実施。カテーテルを

血管内に通して心臓まで送り込み、冠―

動脈を撮影します。この検査で、冠状

狭心症・心筋梗塞の症状はいろいろあ

ります。たとえば、胸の痛み、左腕や左肩

の痛み、歯や顎の痛み、息苦しさ、息切れ

など・・・。こうした自覚症状があるときは、す

ぐに医師の診察を受けましょう。とくに、し

めつけられるような胸の痛み、動けないよ

うな胸の痛みが続くようであれば、心筋梗

塞の可能性があり、一刻も早い治療が必

要です。即座に救急車を呼んでください。

胸の痛み、息苦しさなどはすぐにご相談ください。

動脈の状態を調べた後、必要に応じ

て、引き続き血管内治療を行いますとこ

れは、血管が細くなったり、詰まっている

部位をバルーン(風船)で押し広げ、ス

テント(金属製の網)を留置する治療法

です。手術に比べて、入院期間も短く、

患者さんの負担も少ないことから、積極

的に導入しています。さらに当院|では、

カテーテルを手首の動脈 (棧骨動脈 )

から挿入することで、よ
',負
担の少ない

検査・治療を行っています。

また、心臓に違和感はあるが、受診す

べきかどうか迷う。そんなときは電話でのご

相談もお受けしています。新型コロナウイ

ルス感染症の拡大に伴い、電話で相談

される方も増えています。医師、看護師が

電話で症状をお聞きして、受診した方がよ

いか、しばらく様子を見た方がいいかなど、

適切に助言させていただきます。

感染予防の基本は

手指消毒と防護具ですも

新型コロナウイルスから、患者さん、

そして、職員を守るために、当院ではさ

まざまな院内感染予防対策を行ってい

ます。

感染予防の基本は、手指の消毒で

す。当院では、すべての職員が正しい

手順、正しいタイミングで手洗いを徹

底するように日々努めています。また、

職員が集まる場所では、できる限り3密

(密閉・密集・密接 )を避け、人と人の

距離を保つよ)いがけています。

こうした基本的な習慣づけに加え、

当院ではイ回人防護具の着脱について

1研修を繰切返し、職員の指導に力を注

いでいます。

感染防止対策委員会

左)小野田由美子 (2病棟看護師)

右)新西美奈子 (外来看護師)

感染リスクのレベルに応じて

最適な個人防護具を着用。

病院で用いる個人防護具には、いろ

いろな種類があります。眼・鼻・口などの

粘膜を守るためのマスクやフェースシー

ルド、ゴーグル、N95マスク(微粒子を

遮断するマスク)。頭と胴体を覆うキャッ

プ、エプロン、ガウン。革|とを覆うシューカ

バーなど。当院では、感染リスクのレベ

ルに応じて、着用すべき防護具を選

定。写真や注意点を添えたわかりやす

新型コ回ナウイルス感染症は、秋から

冬にかけて再び感染拡大することが予想

されています。また、ウイルスは市中から消

えたわけではなく、市民の皆さんの行動範

囲が広がれば、再び感染者が増えること

も予想されています。

そこで、私たちは決して気持ちを緩める

ことなく、院内感染予防に取り組んでいま

す。たとえば、手洗いの徹底、3密を避け

‖

第2波。第3波に備え、感染予防の訓練を続けています。

いマニュアルを作り、院内で同知徹底

しています。たとえば、正面玄関では、

マスク、フェイスシールドを着用。発熱者

も診察する総合初診外来では、それに

加え、ガウン、手袋を着用して患者さん

に対応していますЬ

また、感染を防ぐには、着脱方法が

非常に重要です。そのため、当院では、

着脱の手)贋を動画で撮影し、研怖多を通

じて、職員たちが正しいガウンテクニック

(ガウンのつけ方・はずし方 )を身につ

けるよう日々 努力しています。

る行動の呼びかけ、ガウンテクニックの訓

練などは、これからも継続して行っていく

計画です。いつ感染が拡大しても、質の

高い院内感染予防を実践し、患者さんと

ご家族、そして職員自身をウイルスから守

れるよう備えていきます。来院される皆さん

も引き続き、マスクの着用、手指消毒、人

と人の距離の確保などのご協力をよろし

くお願いします。

∩
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病気を治すだけ
じやありません

Message Message

田 熱中症予防①  マスク着用時には、強い負荷の作業や運動は避け、のどが渇いていなくてもこまめに水分補給を。 田 熱中症予防② 少しでも体調に異変を感じたら、速やかに涼しい場所に移動。室内に入れない場合は日陰で休みましよう。



03 住み慣れた環境での

在宅療養生活を支援する病院です。
「ときどき入院、ほぼ在宅」と言われるように、国は今、超高齢社会を見据えた病床

削減政策を進めており、今後は療養生活の場が入院中心から在宅中心に移行すると

予想されています。そして、こうした在宅療養生活を支える役割を担うのが「在宅療養

支援病院」です。在宅療養支援病院は200床未満 (※ )の病院もしくは4km以内に

診療所がない病院のなかで、「在宅療養患者さんやご家族からの連絡を24日寺間受け

付けている」、「他の医療機関や訪問看護ステーションと連携し24時間体制で往診や

訪問看護を提供している」、「緊急入院に対応する病床が確保されている」、「看取岬

を行っている」などの条件を満たす病院が認定されます。病気の治療からケア、入院、

看取
',に
至るまで、在宅医療に必要なトータルな機能を持っているため、医療と生活を

繋ぐ拠点としての役割が期待されています。

※医療資源の少ない特別地域については280床未満。

連携

24B寺間4目言炎受付

連携

04

05

6月 から健康診断を再開しています

新型コロナウイルスの「緊急事態宣言」のために、当院では健康診断業務を停止していましたが、

「緊急事態宣言」の解除に伴い6月より健康診断を再開しました。感染症予防対策の観点から、

1日の上限人数を減らし、規模を縮小しながら実施しています(※実施内容に変更はありません)。

健康診断の結果を、健康管理に活かすことが、生活習慣病予防のためにも重要です。

1年に1回は、健康診断でご自身の体をメンテナンスすることをおすすめします。

健康診断を受診される方へ

。発熱(375℃以上)や咳症状、その他体調不良のある場合は受診をお断
',さ
せていただきます。

●受診の際には、必ずマスクを持参し着用してください。当院にマスクのご用意はございません。

●新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、健診業務を停止する場合があ
',ま
すのであらかじめご了承ください。

ｉ
■
ゥ
一

知ろう 醒

‖

在宅療養
支援病院

特定健診
みよし市在住で国民健康保険あるいは後期高齢者医

療保険に加入されている方のうち、対象者の方

がん検診等
みよし市在住で健康保険の種類に関係なくがん検診

の対象年齢の方 (※ 当院ホームページ参照)

その他の健診
企業健診、入所健診、進学、就職のための健診、中国

ビザ健診など

みよし市民病院 健診室受付 0561-33-3303(直通) 予約受付時間

月曜日～金曜日

午前8日寺30分～午後5時 (祝日を除く)

●健診 (検診)は完全予約制です。

●また受診には必ず受診券と健康保険証が

必要です。お手元にご用意の上、電話あ

るいは健診室受付にてご予約ください。

月曜日～金曜日 午前8時30分～午後5日寺(祝日を除く)

点の洗い出しと改善を進めています。その他、職員を対象とし

た勉強会にも力を注ぎ、金職員が感染症対策について正しい

知識を持ち、適切な対策を実践できるようサポートしています。

ひとたび、院内集団感染が発生すれば、多くの職員が自

宅待機となり、外来の縮′よヽや救急医療。在宅医療の制限な

どをせざるを得なくなり、多くの市民の皆さんにご迷惑をかけて

しまいます。そうならないように、当院はこれからも感染予防に

対して高い意識を持ち、地道な活動を続けていきます。

‖

鱒

24時間の往診。

訪問看護

看取り

連携

が伴うのも事実。さらに今後は、介護者の高齢化などの問題

も加速すると予想されます。当院はこれからも、そうした不安

や課題を抱える人の手助けとなり、少しでも長くご自宅で療養

できるよう、支援を続けていきたいと思います。

※1在宅療養支援病院のなかでも、
特に体制や実績の充実している

病院。

※2機能強化型在宅療養支援病院
の場合、複数の医療機関が連携

して届け出ることが可能。

みよし市訪問看護ステーション

主任 足立久美子

重
詳しくは当院のホームページをご覧ください>http://www.hospital―miyoshijp/checkup/
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みよし市民病院では

地域の診療所と―丸となり、在宅療養を支えています。

鰺

．

パチーム活動
〔

口
・∨

．

みまし市民病院を支える

い
、

みよし市民病院は、みよし市訪問看護ステーションなどと連

携しながら、24時間365日 体制で、在宅療養に関する相談

や訪問診療 (往診)・訪問看護、緊急入院の受け入れ、看取

りに対応しており、平成30年 5月 には「機能強化型在宅療

養支援病院(※ 1)」 の認可を受けています。また、同年10月

力ちは、みよし市における在宅医療の拠点としての役割を担

うため、当院単独での届出を「連携型 (※ 2)」 に変更。以降、

在宅医療に取り組む診療所の先生方と協力しながら、みよし

市を中心とした地域の在宅療養患者さんを支えてきました。

「住み慣れた環境で療養し、最期を迎えたい」と望む方は

多いと思います。しかし、在宅療養にはさまざまな不安や負担

インフルエンザやノロウイルスなど

感染症全般の予防に努めています。

院内感染をもたらす病原菌は、新型コ回ナウイルスだけでは

あ
',ま
せん。インフルエンザやノロウイルスも、院内集団感染に

繋がる脅成です。そのため当院では以前から、感染防止対策

委員会と、その下部組織として感染対策チーム(ICT)を作り、

患者さんや職員の安全を守るために活動しています。チームの

メンバーは、医師、看護師、薬剤師、臨床検査技師など多職種

んち構成。定期的にミーティングと院内ラウンドを実施し、各部

署のアルコール消毒剤の使用状況をチェックするなど、問題

今回のおはなし

在宅クリニック

予約受付健診 (検診)対象の方

お問い合わせ

TOPICS
●

(在宅療養支援病院)

について

学びましょう

在宅療養
患者さん

在宅療養支援病院

訪問看護
ステーション

V01日 2

感染対策チーム(ICT)

田 熱中症予防③  窓開放や換気扇によつて換気を行う場合は、エアコンの温度設定を下げるなどの調整をしましょう。 熱中症予防④  体調管理も大切。バランスのよい食事やしつかりとした睡眠をとり、丈夫な体を作りましょう。


